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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 145,451 － △4,828 － △4,375 － △3,126 －

2021年３月期第３四半期 236,300 △36.8 △4,126 － △2,784 － △1,366 －

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期△3,229百万円（－％） 2021年３月期第３四半期 △912百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 △23.08 －

2021年３月期第３四半期 △10.09 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 205,870 170,117 82.6 1,255.91

2021年３月期 261,052 175,176 67.1 1,293.27

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 170,117百万円 2021年３月期 175,176百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 6.50 － 6.50 13.00

2022年３月期 － 6.50 －

2022年３月期（予想） 6.50 13.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 217,800 － △3,100 － △2,300 － △2,100 － △15.50

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお
ります。なお、当該会計基準等の適用により大きな影響の生じる売上高は、対前年同四半期増減率は記載しており
ません。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお
ります。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しており、2022年３月期の連結業績予想に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数
値となっております。なお、当該会計基準等の適用により大きな影響の生じる売上高は、対前年同四半期増減
率は記載しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 157,239,691株 2021年３月期 157,239,691株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 21,786,755株 2021年３月期 21,786,639株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 135,452,992株 2021年３月期３Ｑ 135,453,106株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会

計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、持ち直しの動きはみられたものの、新型コロナウイルスの変

異株の影響や半導体不足等により、先行き不透明な状況にあります。このような環境において、当社が日産自動車

株式会社から受注しております自動車の売上台数は、「キャラバン」等の商用車の減少により、前年同期と比べ

11.8％減少の79,350台となりました。売上高は、台数減少の影響に加え、有償支給取引において「収益認識に関す

る会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用したことによる757億円減収の影響等により、908

億円減少の1,454億円となりました。損益面では、営業損益は売上台数の減少等により７億円悪化の48億円の損

失、経常損益は15億円悪化の43億円の損失、親会社株主に帰属する四半期純損益は17億円悪化の31億円の損失とな

りました。

　なお、会計方針の変更として、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用しています。詳細については、Ｐ.６「２．四半期連結財務諸表及び主な注

記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末と比べ1,255億円減少の853億円となりました。これは主に、預け金の減少719億

円、受取手形、売掛金及び契約資産（前期においては受取手形及び売掛金）の減少518億円によるものです。

　固定資産は、前連結会計年度末と比べ703億円増加の1,205億円となりました。これは主に、投資その他の資産の

うち長期貸付金の増加701億円によるものです。

　この結果、資産合計は前連結会計年度末と比べ551億円減少の2,058億円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末と比べ493億円減少の299億円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の

減少388億円によるものです。

　固定負債は、前連結会計年度末と比べ７億円減少の57億円となりました。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末と比べ501億円減少の357億円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末と比べ50億円減少の1,701億円となりました。これは主に、剰余金の配当によ

る利益剰余金の減少17億円、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上による減少31億円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、2021年11月９日公表の業績予想を変更しておりません。

　なお、今後の動向により業績に影響を及ぼす場合には、開示基準に従って速やかに開示いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 391 617

受取手形及び売掛金 76,638 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 24,758

仕掛品 2,611 675

原材料及び貯蔵品 2,862 3,513

預け金 125,387 53,465

その他 2,919 2,275

流動資産合計 210,810 85,306

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,353 10,406

機械装置及び運搬具（純額） 13,022 12,151

工具、器具及び備品（純額） 6,180 5,422

土地 14,278 14,228

建設仮勘定 1,888 2,135

有形固定資産合計 45,723 44,345

無形固定資産 1,006 915

投資その他の資産

長期貸付金 0 70,158

その他 3,511 5,145

投資その他の資産合計 3,512 75,303

固定資産合計 50,242 120,563

資産合計 261,052 205,870

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 49,789 10,955

未払法人税等 220 168

製品保証引当金 203 198

その他 29,092 18,643

流動負債合計 79,306 29,965

固定負債

製品保証引当金 241 206

退職給付に係る負債 3,368 3,012

その他 2,959 2,568

固定負債合計 6,569 5,786

負債合計 85,875 35,752

純資産の部

株主資本

資本金 7,904 7,904

資本剰余金 8,517 8,517

利益剰余金 177,564 172,608

自己株式 △22,635 △22,635

株主資本合計 171,351 166,394

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 3,825 3,722

その他の包括利益累計額合計 3,825 3,722

純資産合計 175,176 170,117

負債純資産合計 261,052 205,870

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 236,300 145,451

売上原価 235,160 145,023

売上総利益 1,140 427

販売費及び一般管理費 5,266 5,255

営業損失（△） △4,126 △4,828

営業外収益

受取利息 596 239

固定資産賃貸料 176 157

雇用調整助成金 714 36

その他 38 168

営業外収益合計 1,525 603

営業外費用

支払利息 47 38

固定資産賃貸費用 103 96

その他 33 14

営業外費用合計 183 150

経常損失（△） △2,784 △4,375

特別利益

固定資産売却益 1,784 1

特別利益合計 1,784 1

特別損失

固定資産売却損 0 40

固定資産除却損 26 231

減損損失 1,253 －

特別損失合計 1,280 271

税金等調整前四半期純損失（△） △2,280 △4,645

法人税等 △914 △1,519

四半期純損失（△） △1,366 △3,126

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,366 △3,126

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純損失（△） △1,366 △3,126

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 454 △103

その他の包括利益合計 454 △103

四半期包括利益 △912 △3,229

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △912 △3,229

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、見積

実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、支給元が支給先から支給品を買い戻す義務を負っている取引（有償支給取引）については、当社

及び連結子会社が支給元となる場合には、従前支給先への譲渡時に消滅を認識していた支給品について棚卸資産

として引き続き認識する方法に変更しております。また、当社及び連結子会社が支給先となる場合には、従前支

給元からの支給時に棚卸資産として認識していた支給品について認識を中止するとともに、従前支給元への販売

時に支給品部分も含めて売上高と売上原価を計上しておりましたが、支給品への支配を有していないことから純

額で収益を認識する方法に変更しております。

　また、従前は請負工事に関して、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準

を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、一定の期間にわたり充足される履行義務に

ついては、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法

に変更しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用

を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しています。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は74,159百万円減少、売上原価は74,352百万円減少、営業損

失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ192百万円減少しております。また、利益剰余金の当期

首残高は68百万円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第12号　2020年３月31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表へ

の影響はありません。
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区分

前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年12月31日）
増減

台数 金額 台数 金額 台数 金額

台 百万円 台 百万円 台 百万円

乗用車 37,727 133,972 37,278 88,975 △449 △44,997

商用車 46,066 73,369 36,806 35,326 △9,260 △38,043

小型バス 6,223 13,814 5,266 6,425 △957 △7,388

部品売上・その他 － 15,143 － 14,723 － △419

合計 90,016 236,300 79,350 145,451 △10,666 △90,849

３．その他

連結製品別売上高
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